









 ― 285 ― 









博士の専攻分野の名称  博 士（看護学） 
学 位 記 番 号  第  ２１０２９  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 19 年３月 23 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            医学系研究科保健学専攻 
学 位 論 文 名  臨床実習におけるコミュニケーション技術育成に関する研究 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 小笠原知枝 
            （副査） 
            教 授 大野ゆう子  教 授 牧本 清子 
論 文 内 容 の 要 旨 
 研究１ 
 本研究は、臨床場面における看護師のコミュニケーション技術の特徴を非言語的コミュニケーションと言語的コミ
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 次に、看護師のコミュニケーション技術の構成要素が看護師の語りの分析から特定された。質的分析から 8 つのコ
アカテゴリー、すなわち【話題の選択】、【話し方】、【非言語的コミュニケーションの使用】、【専門的知識の蓄積】、【看
護師としての基盤の形成】、【コミュニケーションの基本の実行】、【家族とのコミュニケーション】、【時間の捻出】な
どが構成要素として抽出された。これらは、臨床実習におけるコミュニケーション技術育成の教育方法を検討する上
で有効であり、また、コミュニケーション技術の測定尺度の開発や教育評価に寄与することが期待される。 
 本論文は、臨床実習におけるコミュニケーション技術の教育方法を検討する上で有益であり、看護実践の基盤とし
てコミュニケーション技術の能力向上に貢献すると考えられ、博士（看護学）の学位授与に値するものと認められる。 
